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【学校だより】   三 星 霜   佐世保市立山澄中学校 

【学校教育目標】  気づき、考え、正しいことを実行する生徒 

【校訓】  健康 自律 責任 礼儀 【文責】 校長 辻 義孝 

始業式での２年生代表の抱負、入学式での新入生代表のあいさつです。 

それぞれの学年が、この決意を共有してほしいと思っています。 

 

始業式（４月８日）での、２年生の抱負  ２年 森山 璃子 

今日から、新学期が始まります。新しいクラスの新しい仲間との生活に、楽しみな気持ちでいっぱ

いです。 

私たち２年生は、「先輩」と呼ばれるようになります。尊敬される先輩になりたいので、一人一人が

先輩としてふさわしい態度をとらなければなりません。今までとは立場が逆になるので、少し不安だ

と思うところもありますが、１年生の手本となるように、時間を守ること、校内だけでなく、地域の

人へのあいさつも率先してすること、提出物を期限内に提出することの３つを心がけていきたいと思

います。 

私が今年度一番頑張りたいことは、先輩として自覚を持ち、常日頃から手本となれるような行動を

することです。また、体育大会や合唱コンクールなどの行事は、１年生の頃の経験を活かして自分か

ら動けるようにいたいです。 

学習面では、授業の復習です。今までは、テスト前だけになっていたので去年の反省を活かして、

日ごろから復習をやっていきたいです。 

最後に、２年生には職場体験などの楽しみな活動がたくさんあります。この１年、しっかりと成長

して、楽しんで、よりよい学校生活にしたいと思います。 

 

入学式(４月９日)での、新入生代表あいさつ     新入生代表 平野 妃麗 

やわらかな春の日差しが心地よく感じられるこのよき日に、私たち新入生は、新しい制服に身をつ

つみ山澄中学校の門をくぐりました。 

 本日は私たち新入生のために、このような立派な入学式を行っていただきありがとうございます。 

私たちは、六年間の小学校生活を終えて、今、新たな一歩を踏み出そうとしています。 

 これから始まる新しい出会いや、小学校にはなかった学校行事に胸が高まる一方で、環境の変化や、

勉強と部活動の両立などで少し不安もあります。 

時には悩み、立ち止まることもあるかも知れません。そのような大きな壁に直面した時は、それを

チャンスととらえ、先生方や先輩方からアドバイスをいただき、仲間とともに支え合い、自ら色々な

局面を乗り越えられる力を身につけ、成長していきたいと思います。 

 これまでは、それぞれの小学校の仲間と共に過ごしてきましたが、これからは、山澄中学校という

新たなステージに立って、仲間として支え合い、讃えあい、励まし合いながら過ごしていきたいです。 

 そして三年後、この中学校生活を振り返った時に、信頼し合える大切な友人と青春を分かち合い、

言い尽くせないほどの輝かしく素敵な時間だったと思いたいです。 

 一度しかない中学校生活を悔いのないものにするために、今、何をやるべきなのかを考え、中学生

として責任と自覚をもち、勉強や部活動、学校行事に全力で取り組んでいきます。 

 そして、たくさんの出会いを大切にして、仲間との絆を深め、この三年間で最高の思い出を作って

いきたいです。 

「 校門の第一歩は 学習の第一歩 」 
生徒会スローガンは、未定 


